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(57)【要約】
【課題】点滴治療を要する入院中の患者のストレスを低 
減し、拘縮症状がある患者の更衣の痛みを低減する。
【解決手段】医療用上衣１は、左右のいずれか一方の肩 
から袖の上部と、該袖の下部から脇とが連続して開放可 
能に構成される。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　7　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
左 右 の い ず れ か 一 方 の 肩 か ら 袖 の 上 部 と 、 該 袖 の 下 部 か ら 脇 と が 連 続 し て 開 放 可 能 に 構 成  
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 上 衣 。
【 請 求 項 ２ 】
開 放 さ れ た 前 記 肩 か ら 袖 の 上 部 と 、 前 記 袖 の 下 部 か ら 脇 と は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の ス ナ ッ プ  
ボ タ ン で 閉 止 可 能 に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 上 衣 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ス ナ ッ プ ボ タ ン は 、 袖 お よ び 身 頃 の 前 後 の 接 合 部 に 隣 接 し た 接 合 面 上 の 、 閉 止 さ れ た  
場 合 に 該 接 合 部 の 内 部 に な る 位 置 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 用  
上 衣 。
【 請 求 項 ４ 】
身 頃 の 前 後 が 反 転 可 能 に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 上 衣 。
【 請 求 項 ５ 】
身 頃 の 前 後 に ポ ケ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 医 療 用 上 衣 。
【 請 求 項 ６ 】
着 用 時 に 開 放 口 が 斜 め 上 向 き に な る ポ ケ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の  
医 療 用 上 衣 。
【 請 求 項 ７ 】
１ ０ ０ ％ コ ッ ト ン の 布 地 を 用 い て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 上  
衣 。
【 請 求 項 ８ 】
任 意 の 彩 色 ま た は 模 様 を 施 す こ と が 可 能 に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の  
医 療 用 上 衣 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 医 療 用 上 衣 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 入 院 中 の 患 者 は 、 検 温 、 腹 部 や 胸 部 の 診 察 、 処 置 、 レ ン ト ゲ ン 検 査 お よ び 点 滴 治 療  
等 の 都 合 か ら 、 紐 で 閉 じ る 前 開 き の 医 療 用 上 衣 の 着 用 を 求 め ら れ る 。 一 方 、 長 時 間 に 及 ぶ  
点 滴 治 療 で は 、 腕 に 点 滴 装 置 を 装 着 し た 場 合 に 更 衣 が 必 要 に な る と 、 点 滴 を 一 時 停 止 し て  
カ テ ー テ ル と 輸 液 ラ イ ン と の 接 合 部 分 を 切 り 離 さ な け れ ば な ら な い た め 、 時 間 も 複 数 の 看  
護 師 の 手 も 余 計 に 必 要 に な る 。 加 え て 、 こ の 医 療 用 上 衣 で は 、 入 院 が 長 期 に わ た り 肩 に 拘  
縮 症 状 が 出 て い て 、 着 衣 時 に ２ 度 目 に 腕 を 通 す 際 に 痛 み を 訴 え る 患 者 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 紐 で 閉 じ る 前 開 き の 医 療 用 衣 料 で あ っ て 、 左 右 の 両 脇 や 両 袖 が 開 く よ う に し て 、  
点 滴 を 一 時 停 止 せ ず に 、 ま た 拘 縮 患 者 が 容 易 に 更 衣 を 可 能 と す る 医 療 用 衣 料 が 開 発 さ れ て  
い る （ 非 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 ナ ガ イ レ ー ベ ン 、 「 男 女 兼 用 術 前 術 後 衣 ［ ナ ガ イ レ ー ベ ン 製 品 ］ 」 、 ［  
２ ０ ２ ０ 年 １ ０ 月 ９ 日 検 索 ］ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ Ｕ Ｒ Ｌ ： h t t p s : / / t h s - n e t . j p / i / E G - 3  
1 5 ＞
【 非 特 許 文 献 ２ 】 ナ ガ イ レ ー ベ ン 、 「 部 分 開 閉 タ イ プ の 術 前 術 後 衣 」 、 ［ o n l i n e ］ 、 ［  
２ ０ ２ ０ 年 １ ０ 月 ９ 日 検 索 ］ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ Ｕ Ｒ Ｌ ： h t t p s : / / m e d i c o l l e c t i o n . c  
o m / p r o d u c t s / d e t a i l / 2 2 6 7 0 3 / ＞
【 発 明 の 概 要 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 従 来 の 医 療 用 衣 料 は 、 点 滴 治 療 を 要 す る 多 く の 入 院 中 の 患 者 に ス ト レ ス を  
与 え て い た 。 例 え ば 、 紐 で 閉 じ る 前 開 き の 医 療 用 衣 料 で は 、 患 者 が 少 し 体 位 を 変 え た だ け  
で 前 が は だ け た り 、 頸 か ら 胸 が 露 出 し た り す る 等 、 患 者 に 羞 恥 心 や ス ト レ ス を 感 じ さ せ て  
い た 。 ま た 、 拘 縮 症 状 が 出 て い る 患 者 に は 、 着 衣 時 に ２ 度 目 に 腕 を 通 す 際 に 痛 み を 感 じ さ  
せ て い た 。 ま た 、 左 右 の 両 脇 や 両 袖 が 開 く 医 療 用 衣 料 （ 非 特 許 文 献 １ ， ２ 参 照 ） は 、 一 人  
で は 更 衣 で き な い 術 前 術 後 の 重 症 患 者 や 拘 縮 症 状 が 出 て い る 患 者 を 想 定 し た も の で あ っ た  
。 点 滴 の 一 時 停 止 や 腕 を 袖 に 通 す と き の 痛 み を 回 避 で き る も の の 、 依 然 と し て 更 衣 に は 複  
数 の 看 護 師 の 手 を 必 要 と す る 。 そ の た め 、 通 常 の 更 衣 で あ れ ば 一 人 で で き る 患 者 で あ っ て  
も 看 護 師 に 裸 体 を 晒 さ ざ る を 得 な い 等 の ス ト レ ス を 与 え て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 点 滴 治 療 を 要 す る 入 院 中 の 患 者 の ス ト レ  
ス を 低 減 し 、 拘 縮 症 状 が あ る 患 者 の 更 衣 の 痛 み を 低 減 す る こ と が 可 能 な 医 療 用 上 衣 を 提 供  
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 医 療 用 上 衣 は 、 左 右 の い ず  
れ か 一 方 の 肩 か ら 袖 の 上 部 と 、 該 袖 の 下 部 か ら 脇 と が 連 続 し て 開 放 可 能 に 構 成 さ れ る こ と  
を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 点 滴 治 療 を 要 す る 入 院 中 の 患 者 の ス ト レ ス を 低 減 し 、 拘 縮 症 状 が あ る 患  
者 の 更 衣 の 痛 み を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 医 療 用 上 衣 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 医 療 用 上 衣 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 医 療 用 上 衣 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の 形 態  
に よ り 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 図 面 の 記 載 に お い て 、 同 一 部 分 に は 同 一  
の 符 号 を 付 し て 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま ず 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の 説 明 に 先 立 ち 、 従 来 の 医 療 用 衣 類 と そ の 課 題 に つ い て 詳 細  
に 説 明 す る 。 従 来 の 医 療 用 衣 類 は 、 例 え ば 、 腹 部 や 胸 部 の 診 察 や 術 後 の 処 置 等 を 考 慮 し て  
、 左 右 の 前 見 頃 を 紐 で 閉 じ る 前 開 き の 構 造 に な っ た 上 衣 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
し か し な が ら 、 発 明 者 で あ る 大 村 泰 は 、 白 血 病 患 者 と し て 闘 病 生 活 を 行 っ て い た と こ ろ 、  
上 述 し た よ う な 従 来 の 医 療 用 衣 類 に つ い て の 問 題 点 を 痛 感 し て い た 。 特 に 患 者 が 罹 患 す る  
疾 患 の 種 別 に よ っ て は 、 点 滴 が 数 時 間 、 数 日 、 時 に は 数 か 月 や １ 年 を 超 え る 長 時 間 と な る  
場 合 も あ る が 、 点 滴 を 行 っ て い る 間 は 、 患 者 の 腕 に 翼 状 針 、 留 置 針 （ 末 梢 静 脈 カ テ ー テ ル  
） 、 ま た は 頸 部 に 中 心 静 脈 カ テ ー テ ル 等 、 薬 剤 を 投 与 す る た め の 各 種 点 滴 装 置 が 装 着 さ れ  
、 点 滴 装 置 と 薬 液 が 入 る バ ッ グ と が チ ュ ー ブ で 接 続 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
一 方 で 、 従 来 の 医 療 用 衣 類 を 更 衣 す る に は 、 前 身 頃 を 開 く と と も に 、 筒 状 の 腕 部 分 に 腕 を  
入 れ る 必 要 が あ る 。 換 言 す る と 、 従 来 の 医 療 用 上 衣 は 、 腕 を 通 す た め の ２ つ の 穴 を 有 す る  
２ つ 穴 ト ー ラ ス の 位 相 を 有 し て い る と い え る 。 し か し な が ら 、 点 滴 を し な が ら こ の よ う な  
２ つ 穴 ト ー ラ ス の 位 相 を 有 す る 医 療 用 上 衣 を 更 衣 し よ う と す る と 、 患 者 の 腕 に 翼 状 針 、 留  
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置 針 （ 末 梢 静 脈 カ テ ー テ ル ） が あ る 場 合 、 点 滴 装 置 が 腕 に つ な が っ て い る た め 、 患 者 の 腕  
の み な ら ず 点 滴 装 置 を 医 療 用 衣 料 の 筒 部 分 に 通 す 必 要 が 生 じ る 。 さ ら に 、 肩 関 節 に 拘 縮 症  
状 が あ る 患 者 は 、 ２ 度 目 に 腕 を 袖 に 通 す 際 、 自 由 に 曲 げ る こ と が で き な い の で 、 痛 み を 感  
じ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 前 開 き の 構 造 を 有 す る 上 衣 で は 、 着 用 者 が 体 位 を 変 え た 際 に 前 が は だ け た り 、 裾 が  
乱 れ や す い 。 手 術 後 に お い て は 、 着 用 者 の 麻 酔 が 覚 め て く る 間 に 脚 等 が 動 き 始 め る た め 、  
前 が は だ け た り 裾 の 乱 れ が 生 じ る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 状 況 に お い て 、 着 用 者 は 、  
麻 酔 か ら 完 全 に 覚 め て い な い た め 、 は だ け や 裾 の 乱 れ を 元 に 戻 す こ と が で き な い 。 こ の た  
め 、 医 師 の 回 診 時 等 に 不 格 好 な 姿 を さ ら け だ し て し ま い 、 着 用 者 本 人 の み な ら ず 、 家 族 等  
に 心 労 を か け る 恐 れ が あ る 。 ま た 、 紐 が ほ ど け た 場 合 、 上 衣 が 患 者 に 絡 ま っ て し ま い 、 安  
全 性 を 担 保 で き る と は 言 え な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 従 来 の 医 療 用 衣 類 に は 、 拘 縮 症 状 が あ っ て 肩 や 腕 の 関 節 が 自 由 に 動 か な い 患 者 を 対  
象 に し た 術 前 術 後 衣 と し て 、 腕 を 通 し や す い よ う に 、 左 右 の 袖 の 上 部 と 肩 の 一 部 と が ス ナ  
ッ プ ボ タ ン で 開 閉 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 開 き で 紐 で 綴 じ ら れ て い る も の が 知 ら れ て い る 。 し  
か し な が ら 、 こ の よ う な 医 療 用 衣 類 で は 、 拘 縮 患 者 に 更 衣 の 際 痛 み を 与 え な い が 、 複 数 の  
看 護 師 の 補 助 が 更 衣 に 必 要 で あ り 長 時 間 患 者 が 裸 体 を 家 族 以 外 の 第 三 者 に 晒 す こ と か ら 来  
る 羞 恥 心 や ス ト レ ス が 不 可 避 で あ る 。 ま た 患 者 が 体 位 を 少 し 動 か す だ け で 前 が は だ け た り  
、 裾 が 乱 れ た り す る な ど 、 こ の こ と か ら も 患 者 に 羞 恥 心 や ス ト レ ス を も た ら す 。 な お 、 従  
来 の 前 開 き 紐 綴 じ の 医 療 用 衣 類 も こ の 種 の ス ト レ ス は 不 可 避 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 例 え ば 、 肩 か ら 袖 に か け て ス ナ ッ プ ボ タ ン に よ り 解 放 可 能 な 接 合 部 分 を 有 す る 医 療  
用 衣 類 も 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 構 造 で は 、 点 滴 の 一 時 停 止 を 避 け る に は  
、 肩 か ら 袖 を 開 放 す る こ と で 首 か ら 袖 に か け て 大 き な 開 放 部 分 を 作 っ た 状 態 で 、 こ の よ う  
な 開 放 部 分 か ら 体 を 入 れ る 、 も し く は シ ャ ツ の よ う に 前 部 分 に 設 け ら れ た ボ タ ン を 開 閉 す  
る こ と で 衣 類 を 開 き 、 さ ら に 各 袖 の 上 部 の 開 閉 部 分 を 開 き 、 点 滴 を つ な い だ ま ま 腕 を 入 れ  
る と い っ た こ と を し な け れ ば な ら ず 、 非 現 実 的 か つ 手 間 が か か り 、 患 者 単 独 で の 着 替 え が  
困 難 で あ る 。 ま た 、 こ の よ う な 接 合 部 分 を 断 続 的 に 設 け た 場 合 、 製 造 コ ス ト が 上 昇 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 着 用 者 が 体 を 動 か し 辛 い 拘 縮 患 者 で あ る 場 合 、 腕 に 痛 み が 生 じ る の は 、 ２ 回 目 に 袖  
に 腕 を 通 す と き と な る 。 例 え ば 、 拘 縮 患 者 が 最 初 に 通 す 手 （ 腕 ） は 、 重 力 で だ ら り と 下 が  
る こ と と な る の で 、 痛 み は あ ま り 生 じ な い 。 し か し な が ら 、 ２ 回 目 に 腕 を 袖 に 通 す 際 に 、  
痛 み が 生 じ て し ま う 。 例 え ば 、 上 述 し た 医 療 用 衣 類 で は 、 ボ タ ン で 前 部 分 を 開 放 し た ま ま  
、 片 方 の 袖 の 上 の ボ タ ン を と め て お い て 、 ま ず こ の 袖 に 腕 を 通 す こ と と な る 。 次 に 片 側 の  
袖 の 上 部 を 開 き 、 脇 の 下 か ら 前 身 ご ろ の 片 方 を 持 っ て 既 に 腕 が 通 っ て い る 前 身 ご ろ と あ わ  
せ 、 ボ タ ン を と め 、 最 後 に 袖 の 上 の ボ タ ン を と め る 、 と 言 う 着 方 と な る 。 し か し な が ら 、  
こ の よ う な 着 方 は 、 着 用 者 本 人 が 一 人 で や る の は 困 難 で あ り 、 ま し て 拘 縮 症 状 が あ る と 、  
片 手 で （ 最 初 に 袖 を 通 し た 腕 で ） あ と か ら 袖 を 通 す 腕 の 上 の ボ タ ン を と め る の は 、 至 難 の  
業 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ こ で 、 大 村 泰 は 、 闘 病 と と も に 体 位 が 変 化 し て も は だ け づ ら く 、 点 滴 装 置 を 装 着 し た ま  
ま で も 更 衣 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 医 療 用 上 衣 の 構 造 に 想 到 し た 。 な お 、 感 染 症 対 策 と  
し て 、 長 時 間 カ テ ー テ ル 留 置 が な さ れ る 場 合 、 留 置 先 が 左 腕 か ら 右 腕 に 、 あ る い は そ の 逆  
に 、 ま た 左 頸 部 か ら 右 頸 部 に 、 あ る い は そ の 逆 に 変 更 さ れ る 場 合 が あ る 。 そ の よ う な 場 合  
に も 、 大 村 泰 が 想 到 し た 医 療 用 上 衣 は 、 前 後 リ バ ー シ ブ ル 更 衣 が 可 能 で あ る た め 、 カ テ ー  
テ ル の 留 置 先 の 変 更 に よ っ て そ の 機 能 が 阻 害 さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 大 村 泰 に よ り 発 明 さ れ た 医 療 用 上 衣 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図  
１ は 、 本 実 施 形 態 の 医 療 用 上 衣 の 正 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 医 療 用  
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上 衣 １ は 、 例 え ば 、 袖 の 付 け 根 や 袖 口 が ゆ っ た り し た ド ル マ ン ス リ ー ブ の Ｔ シ ャ ツ タ イ プ  
の 上 衣 で あ る 。 な お 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 ド ル マ ン ス リ ー ブ の Ｔ シ ャ ツ に 限 定 さ れ る も の で  
は な く 、 一 般 的 な 形 状 を 有 す る Ｔ シ ャ ツ で あ っ て も よ い 。 こ の 医 療 用 上 衣 １ は 、 左 右 の い  
ず れ か 一 方 の 肩 ２ か ら 袖 の 上 部 ３ ａ と 、 該 袖 の 下 部 ３ ｂ か ら 脇 ４ と が 連 続 し て 開 放 可 能 に  
構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 １ に 太 線 で 示 す 袖 お よ び 身 頃 の 前 後 の 接 合 部 ５ は 、 斜 線 で 示 す  
接 合 部 ５ に 隣 接 す る 接 合 面 ６ で 閉 止 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 接 合 部 ５ は 、 接 合 面 ６ を 分  
離 す る こ と に よ り 、 開 放 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 図 ２ は 、 医 療 用 上 衣 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 開 放 さ れ た 肩  
か ら 袖 の 上 部 （ ２ ～ ３ ａ ， ２ ’ ～ ３ ａ ’ ） と 、 袖 の 下 部 か ら 脇 （ ３ ｂ ～ ４ ， ３ ｂ ’ ～ ４ ’ ） と  
は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の ス ナ ッ プ ボ タ ン ７ で 閉 止 可 能 に 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 ２ に 示 す  
よ う に 分 離 さ れ た 接 合 面 ６ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の ス ナ ッ プ ボ タ ン ７ で 閉 止 可 能 に 構 成 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ れ に よ り 、 点 滴 治 療 中 に 更 衣 が 必 要 と な っ た 場 合 に 、 患 者 が 接 合 部 ５ を 開 放 し て 、 腕 や  
頸 部 に 点 滴 を 装 着 し た ま ま 医 療 用 上 衣 １ を 脱 着 す る こ と が 可 能 と な る 。 付 言 す る と 、 頸 部  
に 中 心 静 脈 カ テ ー テ ル を 留 置 し た 患 者 が 、 左 右 の 前 見 頃 を 紐 で 閉 じ る 従 来 の 前 開 き 医 療 用  
衣 料 を 着 用 し て い る 場 合 と 同 様 に 、 点 滴 の 一 時 中 断 は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
換 言 す る と 、 図 １ に 示 す 医 療 用 上 衣 １ は 、 ス ナ ッ プ ボ タ ン ７ 等 の 閉 止 用 具 に よ り 接 合 部 ５  
を 接 合 し た 場 合 、 裾 部 分 を 外 延 と し 、 両 腕 お よ び 首 を 通 す た め の ３ つ の 穴 を 有 す る ３ つ 穴  
ト ー ラ ス の 位 相 構 造 を 有 す る 。 ま た 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 例 え ば 、 右 腕 を 通 す 第 １ の 穴 （ 図  
１ に お い て 左 側 に 配 置 さ れ た 袖 口 ） の 外 延 か ら 首 を 通 す た め の 穴 の 外 延 ま で 延 び る 第 １ の  
接 合 部 ５ （ す な わ ち 、 右 腕 の 袖 口 か ら 肩 部 分 に 延 び る 接 合 部 ５ ） 、 第 １ の 穴 の 外 延 か ら 裾  
部 分 ま で 延 び る 第 ２ の 接 合 部 ５ （ す な わ ち 、 右 腕 の 袖 口 か ら 脇 の 下 部 分 を 通 り 、 裾 ま で 延  
び る 第 ２ の 接 合 部 ５ ） を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う な 第 １ の 接 合 部 ５ お よ び 第 ２ の 接 合 部 ５ に 配 置 さ れ た ス ナ ッ プ ボ タ ン ７ を 開 放 し  
た 場 合 、 医 療 用 上 衣 １ の 位 相 は 、 接 合 部 ５ が 配 置 さ れ て い な い 左 腕 を 通 す 第 ２ の 穴 （ 図 １  
に お い て 右 側 に 配 置 さ れ た 袖 口 ） の み を 有 す る １ つ 穴 ト ー ラ ス の 位 相 へ と 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ の 結 果 、 医 療 用 上 衣 １ の 接 合 部 ５ を 開 放 し た 場 合 、 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 医 療 用 上 衣  
１ の 左 右 の い ず れ か 一 方 だ け が 開 放 さ れ る 。 し た が っ て 、 点 滴 が 装 着 さ れ て い な い 方 の 腕  
を 開 放 さ れ て い な い 袖 に 通 し た 場 合 、 医 療 用 上 衣 １ の 接 合 部 ５ を 開 放 す る こ と で 、 点 滴 が  
装 着 さ れ て い る 側 の 穴 が な く な る 。 そ の 結 果 、 点 滴 装 置 を 穴 に 通 さ ず と も 医 療 用 上 衣 １ を  
着 用 も し く は 脱 ぐ こ と が 可 能 と な り 、 患 者 が 自 身 で 容 易 に 更 衣 す る こ と が 可 能 と な る 。 し  
た が っ て 、 看 護 師 に 頼 ら な け れ ば な ら な い と い う 羞 恥 心 や ス ト レ ス を 低 減 し 、 点 滴 の 一 時  
中 断 か ら 生 じ る 感 染 リ ス ク も 低 減 さ れ 、 安 心 し て 長 時 間 に 及 ぶ 点 滴 治 療 に 臨 む こ と も 可 能  
と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 、 片 方 の み に 接 合 部 ５ を 構 成 す れ ば よ い の で 、 製 造 工 程 を 低 減 で き 、 生 産 コ ス ト を  
抑 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 紐 で 閉 じ る 前 開 き で は な く 、 脇 部 分 が ス ナ ッ プ ボ タ ン ７ で 固 定 さ れ る の で 、 少 し 体  
位 を 変 え た だ け で 前 が は だ け た り 、 頸 か ら 胸 が 露 出 し た り す る こ と が な い 。 そ の た め 、 患  
者 が 羞 恥 心 や ス ト レ ス を 感 じ る こ と な く 、 安 心 し て 車 椅 子 を 乗 り 換 え た り リ ハ ビ リ に 臨 ん  
だ り で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 医 療 用 上 衣 １ の 着 用 は 、 入 院 患 者 に 限 ら ず 、 ４ ０ 肩 や ５ ０ 肩 等 で 肩 甲 骨 周 辺 の 筋 肉  
が 拘 縮 し て 肩 が 上 が ら な く な っ た り 、 加 齢 で 着 替 え が 困 難 に な っ た り し た 人 に も 有 用 で あ  
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り 、 同 様 に 更 衣 が 容 易 に 可 能 と な る 。 更 衣 の 際 、 肩 甲 骨 付 近 の 拘 縮 症 状 か ら 生 じ る 痛 み は  
、 主 と し て ２ 度 目 に 腕 を 袖 に 通 す 際 に 生 じ る が 、 医 療 用 上 衣 １ で は 、 腕 を 袖 に 通 す か わ り  
に 袖 の 開 放 部 分 を ス ナ ッ プ ボ タ ン で 閉 止 す る た め 、 こ の よ う な 痛 み を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 ス ナ ッ プ ボ タ ン ７ で 接 合 面 ６ を 分 離 し た り 接 合 し た り す る こ と が 可 能 で あ る の で 、  
患 者 が さ ら に 容 易 に 自 身 で 更 衣 が 可 能 と な る 。 ま た 、 ス ナ ッ プ ボ タ ン ７ が プ ラ ス チ ッ ク 製  
で あ る の で 、 レ ン ト ゲ ン 検 査 や Ｃ Ｔ 、 Ｍ Ｒ Ｉ 等 の 金 属 を 持 ち 込 め な い 検 査 の た め の 更 衣 が  
不 要 と な る 。 ま た 、 ス ナ ッ プ ボ タ ン ７ は 、 結 び 目 の あ る 閉 じ 紐 と は 異 な り 、 結 び 目 が 体 に  
当 た っ て 痛 く な る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 接 合 部 ５ の 閉 止 用 具 は 、 ス ナ ッ プ ボ タ ン ７ に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 ボ タ ン や フ ァ ス  
ナ ー 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） で も よ い 。 す な わ ち 、 医 療 用 上 衣 １ の 接 合 部 ５ は 、 袖  
や 脇 部 分 の 開 放 お よ び 接 合 を 行 う こ と が で き る 閉 止 用 具 で あ れ ば 、 任 意 の 構 造 を 有 す る 閉  
止 用 具 が 採 用 可 能 で あ る 。 一 方 で 、 例 え ば 、 閉 止 用 具 が ボ タ ン で 構 成 さ れ る 場 合 、 片 手 で  
ボ タ ン を ボ タ ン ホ ー ル に 通 す こ と と な る た め 、 解 放 や 接 合 を 容 易 に す る こ と が 難 し い 。 ま  
た 、 閉 止 用 具 が フ ァ ス ナ ー で 構 成 さ れ る 場 合 、 フ ァ ス ナ ー を は め て 袖 口 か ら 襟 首 ま で （ も  
し く は そ の 逆 ） 移 動 さ せ た り 、 裾 か ら 袖 口 ま で （ も し く は そ の 逆 ） 移 動 さ せ た り す る 必 要  
が あ る が 、 こ の よ う な 動 作 を 片 手 で 行 う の は 、 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 閉 止 用 具 が マ ジ ッ ク テ ー プ で 構 成 さ れ る 場 合 、 ボ タ ン や フ ァ ス ナ ー と 比 較 し て 容 易  
に 接 合 部 ５ の 開 放 お よ び 接 合 を 行 う こ と が で き る と 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 マ ジ ッ ク  
テ ー プ に は 、 洗 濯 時 に 衣 類 の 繊 維 が 付 着 し や す い 。 こ の よ う に 、 繊 維 が 付 着 し た 場 合 、 マ  
ジ ッ ク テ ー プ の 接 合 力 が 弱 ま っ て し ま い 、 こ の よ う な 繊 維 を 取 り 除 く の も 困 難 で あ る た め  
、 医 療 用 上 衣 １ の 寿 命 を 短 縮 さ せ て し ま う 。 ま た 、 閉 止 用 具 に 繊 維 が 付 着 し た ま で あ る と  
、 通 常 の 病 室 や 集 中 治 療 室 等 、 清 潔 さ が 要 求 さ れ る 場 所 で の 利 用 が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ こ で 、 発 明 者 で あ る 大 村 泰 は 、 片 手 で 取 り 付 け や す く 、 か つ 、 繊 維 等 が 付 着 し づ ら い ス  
ナ ッ プ ボ タ ン を 閉 止 用 具 に 採 用 す る こ と に 想 到 し た 。 こ の よ う な ス ナ ッ プ ボ タ ン を 閉 止 用  
具 と す る こ と で 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 利 用 者 が 容 易 に 接 合 部 ５ の 開 放 お よ び 接 合 を 行 う こ と  
を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 袖 か ら 襟 首 お よ び 脇 に か け て 徐 々 に 幅 が 広 が る ド ル マ ン ス リ ー  
ブ の 袖 を 有 す る 。 こ の よ う な ド ル マ ン ス リ ー ブ の 袖 を 採 用 し た 場 合 、 脇 の 下 か ら 接 合 部 ５  
ま で 幅 が 広 が る （ 遊 び が あ る ） 結 果 、 裾 か ら わ き の 下 を 介 し て 袖 口 へ と 至 る 接 合 部 ５ を 着  
用 者 自 ら が 開 放 お よ び 接 合 す る 際 の 困 難 性 を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 前 身 頃 、 後 身 頃 の 端 を 内 側 に 折 り 曲 げ る よ う に 伸 ば す こ と で 、 端  
部 分 の 布 が ２ 重 に な っ て お り 、 内 側 の 布 部 分 に ス ナ ッ プ ボ タ ン が 配 置 さ れ て い る 。 す な わ  
ち 、 ス ナ ッ プ ボ タ ン ７ は 、 袖 お よ び 身 頃 の 前 後 の 接 合 部 ５ に 隣 接 す る 接 合 面 ６ 上 の 、 接 合  
部 ５ が 閉 止 さ れ た 場 合 に 該 接 合 部 ５ の 内 部 に な る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 つ ま り 、 着 用 時 に は  
接 合 面 ６ が 隠 れ て 、 一 見 、 普 通 の ド ル マ ン ス リ ー ブ 型 Ｔ シ ャ ツ の よ う に 見 え る 。 そ の た め  
、 患 者 は 医 療 用 で あ る こ と を 意 識 す る こ と な く 、 普 段 着 の よ う に 見 舞 い 客 と の 面 会 に 応 じ  
た り 院 内 を 散 歩 し た り で き る の で 、 患 者 の ス ト レ ス を 抑 止 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 図 ３ は 、 医 療 用 上 衣 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） に は 、 医 療 用 上 衣 の 正  
面 図 が 例 示 さ れ 、 図 ３ （ ｂ ） に は 、 こ の 医 療 用 上 衣 の 背 面 図 が 例 示 さ れ て い る 。 図 ３ に 示  
す よ う に 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 身 頃 の 前 後 が 反 転 可 能 に 構 成 さ れ 、 リ バ ー シ ブ ル に 着 用 可 能  
で あ る 。 つ ま り 、 前 見 頃 と 後 見 頃 と は 同 一 の 形 状 で あ り 、 接 合 部 ５ を 体 の 右 側 に し て 着 用  
す る こ と も 左 側 に し て 着 用 す る こ と も で き る 。 し た が っ て 点 滴 装 置 が 右 腕 に 装 着 さ れ て い  
て も 左 腕 に 装 着 さ れ て い て も 、 同 様 に 、 医 療 用 上 衣 １ の 更 衣 が 容 易 に 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 身 頃 の 前 後 に ポ ケ ッ ト ８ を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 左 右 の  
い ず れ の 腕 に 点 滴 を 装 着 す る か に 関 わ ら ず 、 点 滴 治 療 中 の 更 衣 が 可 能 と な る 。 ま た 、 常 に  
ポ ケ ッ ト ８ が 体 の 前 面 に あ る の で 、 例 え ば 心 電 図 モ ニ タ ー 等 の 医 療 器 具 を 収 納 す る こ と が  
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 着 用 時 に 開 放 口 が 斜 め 上 向 き に な る ポ ケ ッ ト ８ を 有 し て も よ い 。  
こ れ に よ り 、 さ ら に 医 療 器 具 等 を 収 容 し や す く な り 、 利 便 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 接 合 部 ５ を 有 し な い 側 の 前 後 の 見 頃 に ま た が る 大 き な ポ ケ ッ ト ８  
を 有 し 、 前 見 頃 と 後 見 頃 の 縫 製 部 分 に 重 畳 し て 中 心 部 分 が 縫 製 さ れ て い て も よ い 。 こ れ に  
よ り 、 ポ ケ ッ ト ８ を 有 す る 医 療 用 上 衣 １ を さ ら に 容 易 に 作 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 １ ０ ０ ％ コ ッ ト ン の 布 地 を 用 い て 構 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 肌 に  
優 し く 、 特 に 皮 膚 疾 患 の あ る 患 者 で も 安 心 し て 着 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 任 意 の 彩 色 ま た は 模 様 を 施 す こ と が 可 能 に 構 成 さ れ る 。 例 え ば 、  
好 き な 模 様 を プ リ ン ト す る こ と も 可 能 で あ る 。 医 療 用 上 位 １ は 、 リ バ ー シ ブ ル で あ る た め  
、 そ れ ぞ れ の 面 に 異 な る 模 様 を プ リ ン ト す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 患 者 は 好 み  
の 色 や 柄 の も の を 着 用 し て 、 無 機 質 な 病 室 に 彩 り を 添 え る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 色  
柄 が 異 な る 複 数 の 医 療 用 上 衣 １ を 取 り 揃 え れ ば 、 患 者 が 更 衣 の た び に お し ゃ れ を 楽 し む こ  
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 肌 触 り が よ く 、 病 院 内 の 一 定 温 度 に 適 し て い る 。 ま た 、 医 療 用 上  
衣 １ は 、 袖 の 長 さ が 点 滴 装 置 を 装 着 す る 場 合 に 適 し て い る 。 ま た 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 売 店  
に 行 く た め に 財 布 を ポ ケ ッ ト ８ に 入 れ る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 高 齢 で 関 節 拘 縮 が あ る  
患 者 も 、 着 脱 の 際 の 骨 折 の リ ス ク を 回 避 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の よ う に 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 シ ン プ ル な 構 造 で 更 衣 が 楽 で 簡 単 で あ る う え に 、 さ ま ざ ま  
な 疾 患 を 抱 え た 患 者 が 着 用 可 能 な 多 機 能 性 を 有 す る 。 し た が っ て 、 医 療 用 上 衣 １ に よ れ ば  
、 A D L ( A c t i v i t i e s   o f   D a i l y   L i f e : 日 常 生 活 動 作 ) を 活 性 化 し 、 Q o L ( Q u a l i t y   o f   
L i f e : 入 院 生 活 の 質 ) を 向 上 し 、 患 者 の 自 律 心 を 蘇 生 し 、 社 会 復 帰 に 向 け た 希 望 を 与 え る  
こ と が で き る 。 ま た 、 入 院 患 者 だ け で な く 医 療 従 事 者 の さ ま ざ ま な ス ト レ ス を も 軽 減 す る  
こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
な お 、 実 施 の 形 態 に 係 る 医 療 用 上 衣 １ は 、 袖 の 付 け 根 や 袖 口 の ゆ っ た り し た い わ ゆ る ド ル  
マ ン ス リ ー ブ 型 Ｔ シ ャ ツ タ イ プ を 例 に 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 単 純 な  
Ｔ シ ャ ツ タ イ プ で も よ い 。 首 回 り の 形 が 、 Ｖ ネ ッ ク 、 ラ ウ ン ド ネ ッ ク 、 ク ル ー ネ ッ ク 、 ボ  
ー ト ネ ッ ク 、 キ ー ネ ッ ク 、 あ る い は ヘ ン リ ー ネ ッ ク で あ っ て も よ い 。 ま た 、 ハ イ ネ ッ ク や  
襟 の あ る ポ ロ シ ャ ツ で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 肩 ２ に 連 続 し て 、 ネ ッ ク あ る い は 襟  
に も 、 開 放 可 能 に 接 合 部 ５ が 形 成 さ れ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 接 合 部 ５ は 、 医 療 用 上 衣 １ の 右 側 お よ び 左 側 の 両 方 に あ っ て よ い 。 こ の 場 合 に は 、  
医 療 用 上 衣 １ は 、 ２ つ の 布 に 分 離 さ れ る が 、 従 来 の 医 療 用 衣 料 の よ う に 、 前 開 き 紐 閉 じ タ  
イ プ で は な い の で 、 患 者 が 体 位 を 変 え て も 前 が は だ け た り 裾 が 乱 れ た り こ と を 回 避 で き る  
。 ま た 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 例 え ば 、 女 性 用 に は フ リ ル を 施 す 等 、 女 性 用 と 男 性 用 と で 形 状  
が 異 な っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
な お 、 上 述 し た 例 で は 、 利 用 者 が 上 半 身 に 着 用 す る 医 療 用 上 衣 １ に つ い て 説 明 し た が 、 実  
施 形 態 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 利 用 者 の 過 半 員 ま  
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で 覆 う ワ ン ピ ー ス タ イ プ の も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 医 療 用 上 衣 １ は 、 利 用 者 の 腕 を 手  
首 迄 お お う よ う な 、 い わ ゆ る 長 袖 の 衣 類 で あ っ て も よ く 、 七 分 袖 等 、 任 意 の 長 さ の 袖 を 有  
す る 衣 類 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 上 述 し た 医 療 用 上 衣 １ の 特 徴 は 、 利 用 者 が 上 半 身 に 着 用 す る 衣 類 の み な ら ず 、 例 え  
ば 、 下 半 身 に 着 用 す る ズ ボ ン タ イ プ の 衣 類 （ 以 下 、 「 医 療 用 下 衣 」 と 記 載 す る ） で あ っ て  
も よ い 。 例 え ば 、 こ の よ う な 医 療 用 下 衣 は 、 片 足 部 分 が 解 放 さ れ る よ う に 、 ウ エ ス ト 部 分  
か ら 片 方 の 裾 口 ま で に 接 合 部 ５ と 同 様 の 構 成 を 有 し て い て も よ い 。 ま た 、 医 療 用 下 衣 は 、  
両 足 部 分 が 解 放 さ れ る よ う に 、 ウ エ ス ト 部 分 か ら 各 裾 口 ま で 、 そ れ ぞ れ 個 別 に 接 合 部 ５ と  
同 様 の 構 成 を 有 し て い て も よ い 。 さ ら に 、 医 療 用 下 衣 は 、 一 方 の 裾 口 か ら 股 下 を 通 り 、 他  
方 の 裾 口 ま で 接 合 部 ５ と 同 様 の 構 成 を 有 し て い て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 を 有 す る こ と で  
、 医 療 用 下 衣 は 、 例 え ば 、 利 用 者 が カ テ ー テ ル を 下 半 身 に 装 着 し て い る 場 合 等 で も 、 着 替  
え を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
以 上 、 本 発 明 者 に よ っ て な さ れ た 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 実 施  
の 形 態 に よ る 本 発 明 の 開 示 の 一 部 を な す 記 述 及 び 図 面 に よ り 本 発 明 は 限 定 さ れ る こ と は な  
い 。 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 当 業 者 等 に よ り な さ れ る 他 の 実 施 の 形 態 、 実 施 例  
及 び 運 用 技 術 等 は 全 て 本 発 明 の 範 疇 に 含 ま れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１   医 療 用 上 衣
２ ， ２ ’   肩
３ ａ ， ３ ａ ’   袖 の 上 部
３ ｂ ， ３ ｂ ’   袖 の 下 部
４ ， ４ ’   脇
５ ， ５ ’   接 合 部
６   接 合 面
７   ス ナ ッ プ ボ タ ン
８   ポ ケ ッ ト
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 3 月 1 5 日 ( 2 0 2 2 . 3 . 1 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
左 右 の い ず れ か 一 方 の 袖 口 か ら 肩 側 を 介 し て 襟 ぐ り に 至 る 迄 連 続 し て 開 放 可 能 に 構 成 さ れ  
、 か つ 、 当 該 袖 口 か ら 脇 の 下 を 介 し て 裾 に 至 る 迄 連 続 し て 開 放 可 能 に 構 成 さ れ る と と も に  
、 袖 が 袖 口 か ら 袖 ぐ り に か け て 徐 々 に 幅 が 太 く な る ド ル マ ン ス リ ー ブ の 七 分 袖 で 構 成 さ れ  
て い る こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 上 衣 。
【 請 求 項 ２ 】
身 頃 の 前 後 両 面 で あ っ て 開 放 可 能 な 側 と は 逆 の 端 部 に 、 当 該 開 放 可 能 な 側 と は 逆 の 方 向 に  
開 放 口 が 斜 め 上 向 き に 設 け ら れ た ポ ケ ッ ト を 有 す る
  こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 上 衣 。
【 請 求 項 ３ 】
袖 口 か ら 肩 側 を 介 し て 襟 ぐ り に 至 る 迄 連 続 し て 開 放 可 能 に 構 成 さ れ る 領 域 、 お よ び 、 当 該  
袖 口 か ら 脇 の 下 を 介 し て 裾 に 至 る 迄 連 続 し て 開 放 可 能 に 構 成 さ れ る 領 域 と に は 、 プ ラ ス チ  
ッ ク 製 の ス ナ ッ プ ボ タ ン が 配 置 さ れ て お り 、 閉 止 可 能 に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 １ ま た は ２ に 記 載 の 医 療 用 上 衣 。   
【 請 求 項 ４ 】
袖 口 か ら 肩 側 を 介 し て 襟 ぐ り に 至 る 迄 連 続 し て 開 放 可 能 に 構 成 さ れ る 領 域 、 お よ び 、 当 該  
袖 口 か ら 脇 の 下 を 介 し て 裾 に 至 る 迄 連 続 し て 開 放 可 能 に 構 成 さ れ る 領 域 と は 、 端 部 が 内 側  
に 折 り 曲 げ ら れ る こ と で 構 成 さ れ 、 各 領 域 の 内 側 の 層 の 表 面 に は 、 前 記 ス ナ ッ プ ボ タ ン が  
配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 医 療 用 上 衣 。   
【 請 求 項 ５ 】
身 頃 の 前 後 が 反 転 可 能 に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の う ち い ず れ か １ つ に  
記 載 の 医 療 用 上 衣 。   
【 請 求 項 ６ 】
１ ０ ０ ％ コ ッ ト ン の 布 地 を 用 い て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の う ち い ず れ  
か １ つ に 記 載 の 医 療 用 上 衣 。   
【 請 求 項 ７ 】
任 意 の 彩 色 ま た は 模 様 を 施 す こ と が 可 能 に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の う  
ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 医 療 用 上 衣 。
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